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エストラーダ派の社会下層中心の群集が「EDSA 革命」の聖地，EDSA
大聖堂に集結した「EDSA3」と呼ばれるデモであった。2001年1月に教
会が積極的に指導してエストラーダ（Joseph Estrada (Ejercito)，在位
1998－2001）を退任に追い込んだ「EDSA2」がややエリート的な性格を
持っていた分，同年４月にエストラーダの逮捕を契機に起き，カトリッ
ク教会の政治・社会的指導性の象徴でもあった EDSA大聖堂を占拠した
この動きは，国の道徳的指導者として「貧しい者たちの教会」を標榜し
てきた教会指導者たちに少なからざる衝撃をもたらした。EDSA大聖堂
に至っては「全ての人々のための祈りの場」であったものが「教会の私
有地」であることを根拠にデモを排除して以降，「政治的な集会は一切行
なわない」ことになった(39)。
もう一つは，昨今大きな話題となった高位指導者の不始末である。ア
メリカを中心に，世界的に激震をもたらしたカトリック教会内の性的な
スキャンダルに対し，フィリピンの司教達はフィリピンでは重大な事態
にはなっていないとして火消しに奔走したが，すでに述べた通り，フィ
リピンにおいて道徳指導者を任じていたはずの教会の中から，2003年に
はマニラ首都圏の二人の前途有望な司教が相次いで性的なスキャンダル
によって地位を失った。教会が「フィリピン社会」の診断に没頭すると
ころから，自らの問題を深く反省するところに立ち返らない限り，問題
の基本構造は温存されるように思われる。
では，1986年の民主化政変以降確立され，2001年１月の政変で再確認
されたように見えたカトリック教会の「預言者的役割」は，終焉を迎え
たのであろうか。どうやらそうではなさそうである。
2001年にエストラーダに代わり大統領に昇格したグロリア・マカパガ
ル＝アロヨ（Gloria Macapagal-Arroyo）は2004年の大統領選挙で辛勝
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論文　フィリピン・カトリック教会の見る「フィリピン」―その歴史と文化の見方
(39) 宮脇「フィリピン・カトリック教会にとっての『EDSA』」
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し再選されるが，2005年に入り選挙結果操作疑惑が浮上，反政府運動が
盛り上がりを見せた。大統領があいまいな幕引きを試みる中政治的緊張
が高まり，その中で７月，CBCP は定例の全体会議を招集した。CBCP
が公表することになっていた政情に対する声明にはメディア及び国民の
これまでにないほどの注目が集まることとなった。政治制度・機能そし
て大統領の信頼性に重大な課題と懸念が残る中で，教会の社会的権威の
重要性が再確認される形となったのである。しかし，司教協議会の声明
は結局，大統領の疑惑に対して，真相究明を求めたものの，大統領の退
陣要求を CBCPの名で行なうことを拒絶し，なおかつ「党派的政治行動
は一般信徒の使徒職である」（つまり司教協議会としてはこれに踏み込ま
ない）として政治への深い介入を自ら否定した。
カトリック教会の指導者層の政治への積極的な発言は続いており，そ
の中でフィリピン政治文化のモラルを嘆き改革を先導する声，そのため
に信仰が不可欠という言挙げの類がなおあふれている以上，「フィリピン
人の価値観」の善導者たるを任じてきた教会指導者の志向性がさほど大
きく転換したとは思えない。しかし，新教皇ベネディクト16世の保守路
線の影響が指摘される昨今の教会指導者層のこの新しい方向性は，これ
までの教会の，また社会の「フィリピン人観」についての多少の修正の
糸口となってくるのかもしれない。
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